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市役所包34111U骨 子63Q-BS80 二条文路商丁目1.1・お矧ら泣

3同18-7日l<l奮の火災予防運動

民をつけ昆あお昆の冒任量纏まで
火災lま ひとたび忠こってしまえば尊い命や財産を瞬にして寄ってしまうほど恐ろし

いものです 『これぐ§い大丈夫 jといった泊甑や ちょっとした不注震から火災を発生

さてさ芯しhょう 人ひとりが火合2予防Iζ正船けましょう.
奈良市が鰐る盤tl'l.革偏と世界温度を3じめとするたくさM1)文化財を守り 耐震のみ忽さ
んが安心して・5ゼるまちづくりをめざすため 憶力をBM'いしま~.

r一一 一 ー一一ー一 一 1 

1家のまわりに熔えやすいものを置わ悠いようにしましょう.

2寝たぽとや.，まとの鎗げ治てをやめましょう.

3てん町らを簿げるとき隠 そばを梅れ"いようにしましょう.

4 且の強いとき肱 たき火をし恕いようにしましょう.

5子どもがマッチやライターで滋ぱ芯いようにしましょう

6電気温奥"'しく使いましょう.符ほ たと是正強'"危喰忽のでや@ましょう.

7ストーブのそばに 鐙叉や.いものを近づ オ忽いようほしましsう.

L一 一一一一 一 一 一一 一 一 一一一一 一一 一 一ーー

イオキシン削減対策第2期工事中につき

をお願いします

習慣甥E荷興工場で隠 とみ焼却問に発生する
とされるダイ才手シン頬の肉冊減対策工事を実

施しでいま..

問主喝こ"焼却炉/)14炉あり 工事，.，炉

すっ順次停止して行います.現在 3月末ま

での閣で軍2期工.を実施しており との期

間ゅは焼却能力が4分の3¥こ低下じま官。そ

のため処理しきれ思い大型ごみが工場内11'::

a回れ は繍肋にFよっていま~

日ごろか己ごみ混血再資源化に協力をい

た佳いていますが 特lζ工事期間中志より一

層のごみ滅量と 自己搬入の自績に憶力をお

副いします.

l闘し治わ位】 出環境日荷受工場 In71-3000)または市金剛総務理 (曾71-3001)へ。

23L併 話回
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